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鉉
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あ
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あ
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蒙
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十
九
世
紀
の
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イ
ギ
リ
ス
.、
.す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
に
と
も
な
ぅ
疾 

風
怒
濤
の
時
代
か
ら
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
芏
の
治
世
の
'

終
り
、.
—1

世

界

史

.
の

新
 

時
代
の
主
要
な
歴
史
的
道
標」

と
し
て
：の
.ボ
ア
戦
争
の
勃
発
ま
で
の
百
年
間 

は
、
自
由
競
争
的
な
産
業
資
本
主
義
.
.の
確
立
と
そ
：の
爛
熟
、
そ
し
て
最
高
段
階 

と
し
て
の
帝
国
主
義
へ
の
_
ほ
に
と
も
な
ぅ
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
を
、

.
' 
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っ
と
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鮮
明
に
且
つ
化
さ
れ
た
形
に
お
い
て
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れ
わ
れ
.

に
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录
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そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
祖
国
で
あ
る
こ
と
に
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り
、
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ル
ジ
H

ア
経
済 

学
の
建
設
と
い
う
天
才
的
な
事
業
、、
プ
ロ
.

レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
出
現
と
労
働
^
命

十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
と
マ
ル
ク
ス
主
霧

(
1
)

運
動
の
発
祥
地
、\

社
会
至
義
思
想
お
よ
び
実
践
の
先
駆
者
と
し
て
の
光
栄
を
担 

っ
：.て
：い
石
%'

の
で
あ
：る
0
::'
'

之
り
.

わ
け
.

'

|八
四
八
年
の
革
命
を
！̂

と
す
る
国
際

的
な
民
主
主
義
運
動
の
中
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と
な
っ
た「

文
明
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ー
ヲ
ッ
パ
の
三
大
国
で
あ
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2

イ
ギ
リ
ス
人
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ツ
人
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よ
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フX

ス
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国
の
労
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者
階
紙
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そ
の
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ャ
I

テ
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ス
ト
連
動
に
よ
っ
て
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ロ
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タ
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放
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し
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に
偉
大
な
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献
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し
た
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っ
た
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..
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四
*
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に
、
~1

フ
：ラ
ン
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革
命
か
ら
は
じ
マ
ま
へ
っ
て
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フ
ラ
ン
ス
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共
産
至
義
と
イ
ギ
リ
ス
の
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チ
ャー

テ
：ィ
ズ
ム
と
し
て
発
展
し
た
近
代
民
主
主
義 

の
旗
の
も
と
で
：の
諸
国
民
の
親
睽
、
£'
;

れ
こ
そ
_

や
そ
め
代
表
者
た
ち
が
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v

ツ
晚
理
論
以
上
に
事
-i
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に
精
通
しV

い
る
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と
を
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す
も
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で
あ
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の
ベ
た
工
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ン
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主
義
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タ
リ
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の
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>
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。
，大
衆
哝
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主
義
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の
唯
ー
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し
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意
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れ
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い
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と
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i
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義
な
る
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め
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な
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は
社
会
的
な
権
利
の
平
等
の
、
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な
く

:
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ー
0
ニ
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^
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こ
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注
0

す
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き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
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エ
シ
ゲ
ル
ス
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チ
ャ
I
テ
ィ
、、ス
ム 

:

に
た
い
1~
る
評
爾
/'
;
>
;
#

の

霊

の
'
.な
.

か
.

に
共
産
主
義
理
論
^
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努
力
が(

が
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'

1八

四

八

年

め
^

^

発
11
-

前
で
お
っ
菸
わ
0

$:
:

事
情
-
—

7
 

ラ
ン
ス.
^

お
け
.

る

第

命

的

状
勢
の
ー
切
迫

-
—

—

に
_
.か
な
り
^ /
. #

ざ
.^:て

.1
>:
.た
；
こ
.每
 

で
あ
^
^
と
く
に
フ
チ
ャ
丨
^

ィ
ス
ト
運
勸
の
な
か
に
ブ
-

フ̂

ス

蓄
“

揭
主
. 

主

義=

共
産
主
義
=
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
ぅ
よ
：ぅ
众
、
：悤

想

的

系

孺

を

構

想

:- 

し
て
い
た
.

と
い
$

事
実
は
、
前
^:

引
用
し
た
文
章
と
つ
ぎ
：の
''
'
.ー
節
を
照
合
す
る
'.
- 

こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
，あ

？
て
、

こ
れ
は
、

フ
：ラ
ン
ス

1
|

月
革
命
お
よ
：び 

ド
イ
ツ
三
月
烹
叩
を
経
験
す
る
前
の
マ
ル
ク
ス
お
よ
びH
ン
ゲ
ル
ス
が
チ
ャ
丨 

テ
ィ
ス
ト
運
動
に
お
け
る
#

^

勢
力
1

主
と
し
て
ジ

リ

ア

ン
•，
ハ
！ 
ニ
.

I

の
運
動
i

を
も
•?
X

共
産
主
義
思
想
の
担
い
手
と
し
て
、
.
大
き
な
期
待
を 

抱
い
て
い
た
こ
と
：を
物
語
る
と
と
も
に
'

反
面
、::
.
.
.マ
ル
ク
ス
主
義
が
、
i

の
大 

■

衆
的
な
運
動
に
.

よ
.
.
.っ
て
、
い
.

か
に
深
刻
且
.

つ
強
烈
な
印
象
を
与
え
^

れ
た
か
を
.
，
. 

物
語
っ
て
い
る
。
：

「

こ
の
も
っ
と
も
急
進
的
な
分
派
は
、'チ
ャ
ー
テ
.イ
ス
.
ト

か

：ら

.、

当

然

プ
 

ロ
レ
タ
リ
ア
か
ら
成
っ
て
い
た
。
だ
が
、

こ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
、

チ
ャ

ー

. 

テ
ィ
ス
ト
蓮
動
の
目
變
は

：

づ
き
ゥ
み
と
お
し
て
ク
そ
れ
を
ー
は
私
が
達
成
し
バ

よ
う
と
つ
と
め
た
。フ.ロ
レ
タ
リ
ア
で
あ
つ
た
。
肖|%
、

チ
ヤ
ー
テ
イ
ス
ト
の

.

一
，
般

大

衆

は

、

ま

だ

国

家

権

カ

を

労

働

動

紙

の

宇

に

が

つ

.
す

こ

と

だ

け

を

問
題
に
し
て
い
て
、’
こ
の
権
力
の
利
用
に
つ
い
て
吟
味
す
る
余
裕
を
も
：っ
て 

,

い
た
も
の
は
少
数
に
す
ぎ
'

な
か
っ
た
の
に
反
し
て
、
肖
ほ
の
双
1 /
の
な
か
で 

:

:
1:

粟
散
藝
々
横
じ
^

鉸

馨

の

：会

貴
.

た
，^

奶
、\

っ
ぎ
め
点
で
垒
員
.

ブ̂
 

:

見

；て^-
た
。錄

汴

浓

わ

ち
_-
.

>

_

は

ま

ぜ

第

；
ー
ゼ

_

1

義
者
で
あ
.

？
た
,

 

-:
•

:

そ
枚
%:

九
一
：
l
ff
i

の
囊
を
启
分
た
ち
：の
信
条
と
む
て
が
か
げ
、
ブ
ル
ジ
ョ
.ア 

'

ジ
ー
と
の
結
合
は
、-小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
結
合
さ
え
い
っ
さ
い
排
_

し
、
 

:

ィ「

.

抑
！^1
.さ
.

，れ
る
‘

も
ー
の
|3
-

.

抑
压
.

す
る
；も
，.の
と
た
た
^

ぅ
た
.

め
.

，に
、:
抑
«

す
る
も
の
，
 

が̂

分
に
も
ち
い
る
1

:

切

：の

権

利

が

あ

ざ

>;

い
}
原
則
を
堅
持
し
た
共
和
主 

.

義
者
で
あ
.

っ
た
。
だ
が
彼
ら
は
|

_

主
義
^

^

あ

、っ 

.

.'

へ
産
主
義
者
で
、
し
か
I

非
宗&

き
-

&
&
4
务

齋

务

か

。
：
響

は

、

■

一..
' 

:'
.
'八
驾
八
丨
1

1

1九
年
の
策
^

§

蹶
起
と
^

も
に
つ
ぷ
れ
た
0

し
か
し
そ
の
効
果 

'

は
ぅ
し
な
わ
れ
て
い
な
い
^-

、'
.
:チ
ャ
ー
テ
：ィ
ス
ト
連
動
の
活
動
力
を
強
め
、

■

そ
'

の

な

か

：
に

あ

る

共

産

主

義

的

葡

要

素

を

発

展

さ

せ

る

：
の

に

貢
献
し
^

」

。
， 

...わ'^
わ

れ

は

以

上
.

に

ぎ

用

.し
^

き
.

た
.

と
.こ̂

に

よ.
.っ.
.て

、
'
.
.
_
チ

ャ

丨

.

テ

ィ

，
ス
.
ド 

蓮
動
が
、
.;
'
.

マ
：ル
ク
ス
主
義
成
立
史
上
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
を
し 

め

る

：も

の

で

あ

る

こ

.

.

を

.、

.

.

.

.
ほ

ほ

谁

测

す

る

と

と

が

で

き

た

0

す
な
わ
ち
、

マ 

ル
ク
ス
お
よ
び
.
.エ：シ
ゲ
ル
ス
：の
イ
ギ
リ
ス
労
働
'運
動
に
た
い
す
る
影
響
は
ま 

ず
::
'

'

.

1め
チ
ャ
上
ア
ィ
ス
ト
蓮
動
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
以
下
こ
れ
に 

.

つ
い
て
.
.や
^:

詳
細
に
論
ず
る
.
.こ
>

と
に
し
よ
ぅ
。

.

.

.

■

;

■'/
.
-
、

：
, 

:

:•
■

:

.'
'.「

.

-

,

- 

. 

c

l

v

v

l

'

!

 

V
「

帝

国

主

義

論1-
堀

江

邑
- *
訳

(

国

民

文

庫

版

)

所

取

、

「

帝

国
主
：義
と
社
会
主
義
の
分
裂

」

一
八
六
員
。

(

2

)

エ
ン
ゲ
ル
ス「

ロ
ン
.

ド
ン
に
お
'け
る
諸
国
民
の
祝
祭
I

I

七
九
ニ
年 

九
月
5

ー
日
、'
フ
.

ラ
ン
ス
'

共
和
国
蓮
国
祭
に
，|

、

マ
ル
ク
ス

,1

エ
ン
ゲ
ル

■
 

(

3)

上
掲
書
.

1
.

-*
六
頁
？ 

： 

• 

• 

(

4〕

：
上
掲
書 V

-*
八
頁
。：

-

人
：

.

.

.
'
.
.
:
:
.
. 

: 

(

5)

.i
>

ユ
リ
ア
ン
f
ハ
ー 

!
!

.']
(
J
u
l
i
a
n

 

H
a
N
n
e
y
)

.の
ロ
ン
ド
ン
民
主
協 

会

(
L
o
n
d
o
n

 D
e
m
o
c
r
a
t
i
c

 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

の
会
員
た
ぢ
を
さ
す
.も
の

.「

マ
ル
ク
.

ス
は
、

人
類
の
三
'

つ
の
も
っ
と
も
：先
溝
な
国
に
属
ず
る
十
九
世 

紀

の

三：

つ
，
の

生

要

な

思

想

^

^

の
：継

淡

者

：で

あ

:!
)

、々

天
才
的
な
完
戚
者
で
あ
：

っ
た
0

'.
;
,
こ
-

の
麗

ど

は

、/
ド
イ
ツ
の
窟
锊
学
、':
'

イ
：ギ
リ
：ス’
の

直

経

済

学

お

.

.
： 

ょ

び

ニ

：般
^

フ.
7;

ン

ス

の̂
^

的
諸
学
説
と
む
す
び
づ
い
た
プ
ラ
ン
兴
社
#

^

義
.で
あ
る
.
1_
°.
.
.
.

マ
'
.
.
ル
ク
..ス'
.、王
.義
.に
.
'か
.ん
す
■る
レ
.

—

：
ニ
..：
..：
ン

60
-
'
.
.
こ
；.
.
.
の
^

典
的
.な
規
定
：
 

は
イ
ギ
リ
ス
に
肩
す
る
限
り
ス
ス
ミ
八
お
^-
ぴ
リ
力
ー
，ド

ゥ

に
,«
)
:
:
?
て
基
躍
づ
"

. 

:け
ら
れ
^

^
派
経
液
学
め
マ
71
>
ク
：ス
^

^
に
_た
：い
し
て
も
.ク
意
義
を
強
調
：
 

し
>
'そ
め
重
要
構
處
部
分
の
び
と
づ
と
し
て
認
め
炎
も
の
で
あ
っ

S

だ
が
と 

:

の

-.
と

良

：

>

 
ル
ク
.ス
.主
義
が
、:'
.イ
ギ
ル
ス
I

主

議

動
0

し
、：

' 
十

ギ

リ

ス

霸

者

麗

の

蕭

が

、
'
:マ.：少
ク
.ズ
主
義
.に
友
，
^

' 

-
.

■ 

.

.

.

.

.

.

.

/

十

九

世

船

，
イ

ギ

リ

人

労

働

迸

動

と

マ

：
ル

タ

：

x

主

義

：
：

C

一
 

>

 

:

毫
も
否
定
す
る
も
の
で.は
な
い
。
そ
の
空
想
的
社
会
主
義
者
と
し
て
の
ロ
バ
ー 

ト
：V
オ
ー
エ
ン
ビ
た
い
す
る
評
価
は
、

エ
シ
ゲ
ル
.
ス

の「

空
想
が
ら
科
学
へ
の 

社
会
主
義
の
発
展」

'

の
な
が
に
.お
け
る
叙
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
.

$

s
 

'の
先
駆
的
な
蓮
動
と.し
て
の
地
位
を
あ
た
え
ら
れ
てM

る
。
し
か
し
オI

エ
ン 

:

の
共
産
至i

運
動
が
、
.そ
の
天
才
的
な
構
想
に
も
か
が
わ
ら
ず
結
掃
近
代
的
な 

プ
.
.ロ
レ
；タ
_リ
ア
：丨
ト
を
担̂

手
と
す
る
；
0
.と
に
说
功
し
な
か
っ
た
の.に
反
し
、 

ぼ
ぼ
同
1:
:

時
期
に
、
：
イ
ギ
ド
ス
の
箪
命
的
か
—

瘍

級

は
> 

空
想
的
な
：ォI

.
 

エ.
：
' ン
主
義
を
こ
え
て
、

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
に
ク
C

の

勢

力
.を

結

集

、し
た
。 

ざ
き
：に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
如
き
は
：、
：
こ
の
運
動
の
な
か
に
フ 

ラ
ン
.
.ス
革
命
に
は
じ
ま.る
.近
代
民
、王
至
義
の
系
譜
に
つ
ら
な
：る
も
.の
を
見
出
し 

て
い
た
。
.つ

ま

り

.シ

ー

ニ

ン

が

、

マ
ル
ク
：
ス
'
、

se

義
の
ー
一
一
つ
の
源

:̂

の
う
ち
、
ハ
フ 

ラ
ン
.
ス
の
社
会
主
義
の
、み
を
と
く
に
指
摘
す
：る
に
と
ど
め
、
.：.イ
ギ
认
ス
お
よ
び 

K

イ
ッ
め
養
壬
義
運
動
に
ふ
れ
な
か
；フ
た
の
ぼ
、

.：才

|
.
チ

ン

の

共

産

義

運
 

、
動

や|

^

^

チ
^

:.
1
.
:
.
テ
^

ス
、
ト

た%
0,

運

動

、
あ

る

..い

收

ゥ

す

ル

ぺ

ル

十

ヮ

一 

■̂
;:
h

;y
:

:v
.グ
©-

共
産
主
義
蓮
動'の
.歴

史

的

意

義

と

 

一̂
ル
-̂

ス
主
義
に
た
い.す
る
•
 

そ
れ
ら
の
影
響
を
故
意.に
無
揭
1>

た
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

け

だ
.1
>
.そ
れ
|0
:ゆ

、
プ
多
か
：れ

沙

办

か

れ

7

ラ
：
ン’ス
め'革

命

讓

学

説

.と

結

び

っ 

へ.い
：允
簡
ラ
ン
ス_ 
i

生

義

の

：，：

い

わ

ぼ

子

孫
%'
u

く

は

姻

戚

関

係

：に
：あ

：
っ

た

か

ら 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

マ
ル
ク
ズ
と

'

エ
ン
ゲ
ル
ス

>>

と
く
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
連

'

動
餃

^

^

•

か
ぢ
注
目
じ;:

:
>

そ
© :

違
動
の
推
移
を
観
察
：し
な
が
ら
、
，
そ
の
な
か
ン 

ギ

恥

龙

労

働

者

階

級

め

蒸

性

格

を

見

出

し

、
革
命
家
と
；し
て
社
会
革

.

ス
選
集
第
一
卷
ー
ニ
ニ
頁6
:

で
ぁ
る
。

.：

0
6 

V
上
掲
書
ー
丄
一:
ー‘寅
:°



命
の
担
い
手
と
な
る
ベ
き
彼
ら
に
大
き
な
期
待
を
ょ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
.た
と 

え
ば
彼
の
青
年
喂
代
：の

德

作—!
ィ
ギ
リ
.
ズ
、に
お
け
る
労
働
者
階
敏€
!状
態
„

^
の
.; 

な
か
'
の

「
労

簾

動」

を
読
め
ば
明
ら
が.
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、

チ
ャ
-
テ
ィ
ズ 

'
ム
を
つ
ぎ
の:̂
シ
に
理
解
す
る
。
ン
，
.

一

」

:
-
"ぐ
'

.

.;c
■

へ.

.'f

チ
：ャー

テ
ィ
ズ
ム
は
^
训
世
紀
の
八
^

^
代
に
ヶ
プ
ロ
レ
タ
ハ
アI
卜
と 

,i
:
i
i、_
わ
た
プ
へ
ロ
レ
次>;
;
ァ
.丨
卜
の
な
か
で
発
達
し
た
：屋

的

な

政

.党
の 

,

な
か
が
ら
発
生
し
た
も̂

で
：、
こ
.の
政
觉
は
、!7
ラ

、
ン

ス

革

命

の

間

に

、
勢

カ
 

A
増
し
、
：平

和

回

歡)〔

：の
1

< 

v
$
$
:
r
:
t
f
:

、
'

s

i

ia '
:
政

党

と.

パ
し
て
登
場
し
い
そ
の
本
拠̂
、
,
里
時
は
パ
ー
ミ
：ン
ガ
ム
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー

 

に
、;:
そ
れ
以
前
は
1
1ン
ド
ン
：に
お「

い
て
い
だ
0

自
曲
主
義
盼
%

フ
ル
ジ
：
ョ7 

ジ
ー
と
む
す
ん
で
：、
:.
.
旧
議
会
.の
寡
頭
f

家
た
ち
か
ら
選
掌•

正
I

を 

.
強
奪
し
、
そ
れ
^
3]
€

、
：ブ
ル
ジ
.ョ
ァ
ジ
ー
に
対
抗
す
る
労
働
者
：の
政
党
と
し 

て
、
ま
す
ま
す
急
速
に
強
固
と
な
：っ
た
の
で
あ
る
。」
.

:

工
ン
ゲ
：ル
：
ス
が
、
'チ
ャ
i
ア
ィ
ス
ト
運
動
を
も
：マ
て
、
労
働
者
の
党
と
み
な
し
：：
 

た
こ
と
ほ
、:'
'要
す
る
：：に
当
時
の
：ホ
ィ
-'/
グ
党
お
ょ
び
ト.丨
リ
1
党
0
ほ
が
に
、
. 

こ
れ
ら
に
対
抗
し
て
労
働
者
階
級
：み
ず
か
：ら
革
命
的
な
政
党

0
結
成
に
着
手1.
£

つ
つ
あ
っ
た
事
実
の
認
識
に
も
とo'
く
も
の
で
.あ
る
9
さ
ら
に
：つ
ぎ
の
ょ
う
に 

の
べ
て
い
る
の
は
興
味
深
：い
。

 

' 

,

「

ィ
ギ
リ
ス
の
チ>
 

丨
テ
ィ
ス
ト
は
共̂

、
エ
_

者

と

い

う

一一目
^
を
.ロ
に
出 

し
て
い
う
ょ.う
な
こ
と
は
ま
っ
た
ぐ
な
：い
が
、
あ
ら
た
と
ろ
で
め
っ
た
に
：

-

な
い
と
は.い
£
、
政
治
的
に
は
共
和
主
義
者
：で
あ
る
。

.

「

方
た
し
が
な
チ
ャ
：
. 

I
テ
•イ
ス
ト
は
、
、
す
べ
.て
の
国
の
共
和
主
義
的
な
政
党
と
同
じ
意
見
を
も
ち

.

こ
,:
'

:

-

:

.

:

.

，一
：ニ
‘

：o

o

m

l

l

)

'

好
ん
で
民
主
至
義
者
ど
名
の
ら'で
い
：る
-0

し
か
.

^
チ
；ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
た 

ン
：
隹

の

共

和

主

義

者

以

上

：

.の
：
も

の#

あ
る
。
：そ
の
民
主
主
義
は
け
っ
し
て
た
.だ■

 

'.
の
政
治
的
>

も
の
ば
が
り
ヤ
は
な.い
。

」

.

:

.

:
.エ
^

ゲ
：
ル
：
ス
の
：

'チ
ャ
丨
テ
：メ
ス
ト
連
動
に
た
い
す
る
理
解
な
い
し
評
価
は
、
そ 

.■
'
の
運
動
が
、'.
.至
ど
じ
て
共
*

王
義
的
な
思
想
を
も
ぢ'な
が
5 -
、」

し
か
も
た
ん
な 

る
共
和
主
義
者
ぬ
と
ど
ま0;
支
な
.い
'#
の
で
あ
る 
>

」

と
、
そ
れ
が
主
と

し
て 

「

労
働
者
の
あ
い
だ
の
運
動
で
あ
る
が
' 

急
進
的
な
小
ブ
ル
ジ
：ョ
ア
ジI
か
ら 

は
ま
だ
は
っ
き
り
き
り
は
な
さ
れ
て
い
な
か
ら
た
と
と

」

、

つ

ま

り「

労
働
者 

:

め至義が

)

フ
ル
：
ジ
ー
ョ
ナ

'ジ

、
丨.の

急

進

主

義

と

提

揲

レ

て

い

，
た

」

と

い1

 

を

重

要

龙

麗

と

し

尤

把

握

し

つ

つ

，、

そ

れ

に

.：も
か
か
：わ
ら
ず
、
チ
ャ
ー
テ
ィ 

ス
ト
の
.

®

が

-;
'

ネ
ー
アr

丨
ヴ
ン
；八
©

煽
動
や
フ
J3

ス
ト

の
；
暴

動

な

ど

に

■
ょ
っ 

.て
革
命
的
：に
な
ダ
つ
つ
あ
る
、こ
と
に
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
で
い
る
。
と
く
に 

—-

入
四
ニ
1
年
に
、
ぐ
蟹
.ー
次
国
醫
願
と
ご
れ
^
つ
づ
い
て
お
こ
っ
た
大
不
況
の 

結
果
、t
k

v

.

^

'

h

x

^

.

丨
を
«̂
-
:心

"
と

す

る

イ

ン

グ

ラ

シ

ド
#
部
地
方
の
工
場
地 

帯
を
-ま
き
こ
.ん

だ

ゼ

、
不

ラ

ル

•

X
ト
ラ
イ
キ
や
蜂
超
め.
^
ル
i>
.
ョ.
ア
階
級
に
あ
. 

た
え
だ
.恐
怖
、
ィ
そ
し
て
被
ら
の
労
働
者
階
級
に
た
い
'す
る
発
砲
な
ど
の
破
廉
恥 

な
行
為
^

ょ
っ
て
、
全
体
と
し
て̂
員
者
階
^
に
た
い
す
る
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト 

■の
'影
響
.を
.弱

め
'̂

ぅ

と

.
す

る

動

き

に

，
つ

い

.：
て

、

.

.つr

の
ょ
ぅ
に
の
べ
た
。

:

:;
;

.

「

チ
、ャ—

^;
.イ
ズ
ム
0

本
質
を
：純
雜
に
あ
ら
わ
し
た
第
ニの
、
.
も

っ

と

も

.
重

要

な

重

は

、..
穀

物

法

の

麗

で

鉍

.っ
た
。

こ

の

問

題

に

鐘

ブ

：ル
ジョ

...ア

.

.

.、ジ.
I.は
fi

害

関

係

を

も

ら
.T
.v>

た
.が
、
プ
■
ロ
：
レ

タ

リ

ア

ー

ト

は

も

.
っ
て
い 

:
■;

な
か
ら
た
。
だ
が
ぢ
こ
れ
ま
で
，の
：チ
ャ
ー
テ
：

.ィ

ス

ト

党

は

ニ

つ

'の

党

派

に

分

.
裂
し
た
。
両
派
の
公
表.さ
れ
た
政
治
的
原
理
は
完
全
に
一
致
し
て
い
：た
：が
、 

そ
れ
な
の
に
ま
っ
た
く
そ
の
質
を
異
に
，し
、
：
一

'
致
す
る
こ「

と
が
で
き
な
か
っ 

.
た
.。r

八
四
一
一
一
年
一
月
に

'開
.か
.れ
た
バ
ー
ミx

ガ
：ム

の

国

民

雲

で

は

、
畠_
 

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジー

の
代
表
者
で
あ.る
ス
タ
ー
ジ
は
、

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
雙

K

 

の
規
約
か
ら'チ
.
.
.
.
ャ
I
ト
と」

い
う
名
称
を
削
除
ず?>
:

.こ

.
と

を

.提

案

し

た
;0
そ
.の
.
.
 

お
も
て
む
き
の
理
由
と
い
う
の
が
、

こ

の

名

称

が

.、

さ

き
の
；暴
動
を
つ
う
じ
て 

.

暴

カ

的
‘

苹
命
的
な
思
い
出
企
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
：
：
：
。

こ
の
.

瞬
間
か
ら
、.
チ
ャ
|
テ
ィ
ズ 

<

は
1

.

つ
の
純
粋
な
、
あ
ら
ゆ
る
ブ
ル 

ジ
ョ
ア
ジ
I

の
要
素
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
と
：い
っ
た
性
格
を
も
つ
.労
働
者
の 

.
事
業
と
な
っ
た
0」

： 

.

エ
ン
ゲ
：ル
ス
は
す
で
に
チ
々
丨
テ
ィ
ス
ト
蓮
動
に
お

い

，て
：、

「

労
働
者
の
急
進 

主
義」

と

「

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
急
進
主
義

」

を
区
別
し
、
そ
の
初
期
に
お
い 

て
.は

両

者

は

同

一

.
歩

調

を

と

っ
て
.い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の

.

で.

本
る
が
、
蓮
動 

の
第
二
段
階
と
も

い

う

べ

き

一
八
四

一
.

一
年
の
第
二
次
国
民
請
願
以
後
は
、

T
i
l

 

づ
'.

の
党
派」

k

分
裂
し
た
と
い5

の
で
あ
る
。
そ
し
て.こ
の

.根
本
的
な
原
因
と 

し
て
つ
ぎ
の
よ
う.に
の
.べ

て

い

：る

？

：
ブ

•「

自
1 ±
1

競
争

'

は
、
労
働
者
に
憎
悪
さ
れ
る
ほ
ど

'

労
働
者
を
苦
し
め
て
き
た0:

'
 

自
由
競
争
の
代
表
者
で
あ
る
ブ
ル
：ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
労
働
者
の
公
然
の
.敵
で 

.

あ.

る
。
労
働
者
は
、
競
争
を
完
全
に
自
由
に
す
る

.

こ
と
に
よ
っ
て
は
：、
損
失 

.だ
け

し

か

期
待
で
き
な
い0

.
労
働
者
の
と
ー
れ
ま
で
の
諸
罾
ボ
で
あ
る
ー
0

 ̂

間
法
案
や
資
本
家
に
た
い
す
る
労
働
者
の
保
護
や
、
本
'.っ
と
い
い
賃
金
や
地 

■

位
の
保
障
や
、
■

，
新
救
貧
法
の
撤
廃
や;'

'

と
れ
ら
す
べV

•

の
こ
と
は
、
、
す

く

な.

十

九

抵

紀

ィ

ギ

リ

ス

货

働

連

働

と

マ

ル

ク

ス

主

義

乂

ー

)

く

と.も

例

の

：
；

「

六

，
ケ

条

」

'
と
同
じ
よ
う
に
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
、ス
ム
■

.に
本
質
的
に 

属
す
る
こ
と
ぶ
ら
で
あ
り
、
自
由
競
争
と
'自
1±
]
貿

易

に

直

接

に

対

立

す

る

も
 

.

.の
、だ
か
ら.で
"あ
る…

…

タ
.
.こ
.
.の
'問
題
こ
.そ
、：.'プ
：ロ.
レ
タ
：.リ
ア
■丨
，
ト

を

ブ

ル

.ジ 

.ョ
，.ア
ジ
.
.丨
が
■ら
、.
.
.
.
チ
ャ
' 

I:

テ
ィ
ズ
.
A
を
急
進
主
義
か
ら
区
別
す
る
点
に
ほ
..か 

な
ら
.な
0>
:
:
4
だ̂
0
,
.
:
そ
し
て
、
ブ
ル
：ジ.ョ
ア
Q

頭
で
は
、
：プ
ロ
レ
タ
リ
アI 

ト
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
.で
、

こ
の
こ
と
を
理
解
で
き
な
い
の
で 

あ
る
.
。
.

一''.'
 

.
.
.

 

.

.

.し
か
し
、..
'

こ
：の
点
に
ま
た
、
：：
チ
ャ~
7-

イ
ス(

ト
の
民
主
主
義
と
、

こ
れ
ま 

:

で
の
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
な
ブ
.ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
民
主
主
義
と
の
相
違
が
あ
る 

の
だ
0
'チ
ャ
ー
テ
ィX
:ム
は

本
質
的
に
社
会
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

」 

エ
シ
ゲ
ル
ス'の
^

イ
ギ
.リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級0.
状

態」

，
は

、

一
'
八

四

五
 

年
に
そ
の
初
版
が
出
た
。
彼
は
.チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
蓮
動
の
性
格
を
以
上
の
ょ
う 

に
正
確
に
分
析
し
た
の
ち
、
，こ

の

「

八
四
五
年
以
前
に
お
い
で
、
二
八
四
七
年 

に
大
恐
慌
の
襲
来
を
予
言
し
、
そ
れ
は
激
烈
さ
と
四
暴
さ
と
い
う
点
で
は
、
従 

来

：の

あ

ら
.ゆ
る
'恐
慌
を
凌
駕
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
従
つ
て
チ
、ャ

I

テ

ィ
ス
ト
た 

ち
の
'
.闘
争
を
激
化
さ
せ
、,.や
が
>て
.
.チ
.
ャ
ー
タ
ー
.を
漢
ち
と
.る
で
.あ
ろ
う
こ
.と
を 

予
想
し
た
の
で
あ
つ
た
。—'
八
四
八
年
の
ケ：

ン
ニ
シ
グ
ト
ン
広
場
の
大
胄
⑽IT 

動
は
：、：
.憲
章
を
支
配
階
級
に
譲
歩
さ
せ
る
ほ
ど
の
压
倒
的
な
滕
利
に
は
な
ら
な 

か
：
つ.
た
に
_し
て
も
、
1

八

四

七

年

か

：ら
1

八
四
八
年
に
か
け
て
の
恐
慌
が
、

ひ 

と
：り
英
国
の
み
な
ら
ず
、
"
ほ
^

ん
ど
ョ
I
 

ロ
ッ
。ハ
全
土
に
わ
た
つ
て
深
刻
な
影 

響
を
あ
た
え
、..と
：く
.に
ス
.ラ
シ
.
.ス
.、
'
ド
.

V

ツ
お
'ょ
び
.オ
I

.
ス
■
ト

リ

.

.
ア

に

は

革

命
 

を
ひ
ぎ
お
：こ
し
、
纂
主
蒸
史
上
稀
祀
見
る
革
命
的
な
危
機
の
年
と
な
っ
た
こ

.

■

_

P
T

 

'

a

o

n

i



i

如
考
え
：る
^

氣

い

斧

の

：炯

眼

^

黯

嘆

を

禁

汜

え

な

い

：も

0'

が
あ
る
：:/
0
:

¥

.

;

-

^
 

つ
ぎ
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
オ
ー
エ
シ
、He_

の̂

働

^

階

級

に

た

い

す

る

影

響

義
と
章
ャ
：'丨

一
不
':
^
ズ
ム
办
相
驾
の
関
係
に
つ
.

い
.
.て

論

じ

：
て

い

る

。

''
:':ま
ず
オ
：丨
尹
^
^ ̂

シ
：の
^'
.

和

的

な

馨
€

ょ
る
社
会
主
義
の
実
現
方
法
に
つ
这
で
は
、：：つ
ぎ
：の
よ 

ぅ
に
鋭
べ
批
判
す
る
ぼ
覆
.

'

ぐ

：
.
：

、

■ 

一
 

丨 

:
:
:
,厂「

靶
が
向
時
に
->
:

社

会

主

義

者

は

ひ

ど

く

讓

的

で

あ

る

の

，で

、
彼

ら

：の

康 

.

理

を

如

ま

め

ま

烀

の

形

に

し

て

お

く

な

ら

ば

ノ

公

然

と

説

得

す

る

と

^^
ぅ

目 

.

.

'
'的
枕
、け
っ
し
弋
達
成
で
.

き

な

い

：
で

あ

ろ

：ぅ

:'
:
°

社

会

主

義

渚

は

；
、
た

$

下

層 

:'

階
級
の
膻
落
令
嘆
"

い
て
.

い
る
.

け
れ
ど
も
、
：.そ
れ
な
の
に
#

*

秩
序
0

こ
ぅ
し
ぃ 

ハ
た
分
解
の
な
か
に
あ
名
進
歩
的
な
要
素
に
た
い
1>
:

て
は
盲
目
で
本
る
し
、
：ま 

.

た
有
産
階
徽
.

9

あ
如
だ
に
み
ら
れ
る
私
利
と
偽
善
の
：堕
落
の
ほ
ぅ
が
、(

.

は
，る
：
 

.

か
に
.

恶
質
で
あ
る
こ
と
金
考
え
な
い
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
者
は
、
歴
史
的 

発
展
を
す
こ
し
も
認
め
な
い
.

。
だ
か
ら
、
国
民
を
い
き
な
り
、
す
な
わ
ち
政
.. 

，治
が
咱
然
に
挪
体
す
る
終
点
ま
で
つ
づ
く
の
も
待
た
ず
に
、
す
ぐ
^
ま
共
産 

主
義
的
状
態
に
お
き
た
い
と
お
も
ぅ
の
で
あ
る
。
1-\

 

:

:

 

過
去
と
の
あ
ら
ゆ
る
結
び
つ
き
を
絶
ち
き
.

っ
：
た

^

象

的

な

入

間

の

発

達

し

か 

認
め
な
+

い
七
い
ぅ
空
想
的
社
会
主
義
者
の
形
而
上
学
的
思
考
様
式
、
階
級
調
和
、
 

的
な
腺
愛
主
義
が
、
共
産
主
義
社
会
の
実
現
の
た
め
に
い
か
：に
無
カ
で
'

あ
.る
か 

を
洞
察
し
允
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
，.
チ
：ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
め
立
場
を
通
じ
て
の
み
ィ
ギ 

リ
ス
.

社
会
主
義
違
動
が
"：

将
来
偉
大
な
成
果
を
お
ざ
め
う
る
こ
と
を
カ
説
む
て 

い
る
の
.

は
、
教
訓
的
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
0

:

.

:

「

け
れ
ど
も
現
在
す
で
に
务
く
0<

社

会

主

義

者

と

、
：そ

：め

.
'ほ

と

ん

：'ど

全

員

が 

3

_

至

義

者

で

あ

る

チ

ボ

ー

テ

：
ィ
，
ス

ト

の

多

<.
の

栺

導

者

と

の

場

合

に

明

ら 

、
か
に
な
っ
て
い
る
ょ
う
に
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
を
と
'

お
り
ぬ
げ
、自
分
の
体
内 

に
ふ
く
む
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
！
の
--
^

素
を
.ー
掃
し
た
真
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
な 

社
会
主
義
が
、
き
ら
と
そ
し
て
そ
れ
も
近
い
将
来
に
、
：イ
ギ
リ
ス
人
民
の
発
：
 

'

展
史
上
に
、V
S-
-

要
な
役
割
を
び
き
う
け
る
で
あ
：ろ
う
。

- 

'そ
の
S

の
点
で 

'

は
：、
フ
ラ
ン
ス
の
共
産
主
義
を
は
：る
か
に
凌
駕
^

て
い
.

る

が

、.:
そ

の

発

達

の
 

，
点

で

は

と

れ

ヒ

お

ズ

れ

を

と

'
,っ.
て
：い
る
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
主
義
は
、
の
ち
に 

フ
ラ
ン
ス
.

の
.共

産

主

義

を

凌

駕

す

る
：た

め.
に

、

一
.時

フ

ラ

x

ス
人
の
立
場
に 

-.
■
'

後
退
し
允
け
れ
铽
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
1-
:

'

,

.

■■
.

:「

洎
分
の
体
内
.

に
ふ
く
む
ブ
.

ル
、
ジ

：
ョ

ア

ジ

ー

の

要

素

を

I
.

掃
し
た
真
に
プ
ロ 

レ
タ
：リ
ア
的
な
社
会
主
義
が
、
：き
っ
と
、-'
:

そ
し
て
そ
れ
も
近
.

い
将
来
に
、
イ
ギ 

リ

ス

人

民

の

発

展

史

上

：に

、

'
.

重
要
な
役
割
を
ひ
ぎ
う
け
る」

：ょ
う
に
な
る
た
め 

に
、：.
チ
ー
1

K

ィ
ス
ト
ど
社
会
主
義
者
の
合
同
を
：、
い
か
に
彼
が
議
し
て
い 

た
み
、

エ >

 

ゲ
ルX

の
.

つ
ぎ
の
叙
速
は
、
と
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
.0 

■'V
.

 

P

し
た
が
：っ■
て
わ
れ
わ
れ
は
、
労
響
動
が
二
つ
の
分
派
に
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
 

.

.

ス
：
ト

と

社

会

主

義

者

と

^

分
裂
し
.

て
.
.い
.

る
こ
.
.と
^

知
る
.

の
,

で
あ
る
。.
.

チ
ャ
~

 

テ
ィ

ス

ト
は
も
っ
と
も
お
べ
れ
て
お
り
-
:
.も
っ
と
も
未
発
達
で
あ
る
が
、
そ
の 

代
り
に
、'-
ほ
ん
も
の
の
生
'#

て
い
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ 

.

ア
ー
ト
の
代
表
者
で
：あ
る
。
社
会
主
義
者
は
も
っ
と
自
さ
き
が
き
い
て
、
実 

，
際
的
な
窮
乏
対
策
を
提
案
す
る
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
生
ま
れ
は
ブ
.ル
ジ
ョ 

ア
ジ
ー
で
あ
る
た
.

め
に
、..:

労
働
者
階
級
と
融
合
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
..
0

^

.

知
ら
：ね
ば
な
ら
な
い
。

会
主
義
と
チ
ヤ
ー
テ
ィ
ズ
乂
と
，の
合
同
、
：
イ
ギ
リ
ス
；的
な
方
法
に
よ
る
.フ
ラ 

■

ン
ス
.共
産
主
義
の.再
生
産
は
、'
き
わ
めV

近
：い
将
来.の
こ
と
で
あ̂
.
て
、
部 

分

的

に

は

す

で

：に

は

：じ

4

つ
て
い
る
デ
こ
れ
が
実
現
さ
れ
た
と
き
に
は
じ
め 

"
て
、
W

働
者
階
級
は
実
際.

H

イ
ギ
リ
ス̂

支
配
者
と
な
る
で
あ
ろ
うI

政
：
 

.
治
的
、
社
会
的
炎■

は

乇

の

間

に

も

進

涉

：し

、
：
こ
の

#'

生
.の
i

:
含

 

..
チ
ヤ
；-
•-
/
•
,ィ
ズ
ム
の
聖
を
龙
す
け
る
こ
と
ゼ
あ
ろ
う
0

1
'.:

.

こ
こ
に
の
べ
%
れ

で
い
る
；こ
卷
と
，さ
:#
に
引
用
し
た
ー
節̂:
が
ら
明
ち
か
な
よ 

う

に

、

：キ

ン

ゲ

ル

.ス
社
、：^
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■
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.
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。
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華
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、
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^

^
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ユ
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史
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が
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が
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■
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テ
ィ
ス
：ト_

に
た
い
し
、.こ
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し
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い
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双
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。
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.
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わ
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^

^

し

て

彼

ら

の

敵

が

ト

I
リ
I

党
に
た
い
し 

.

て
勝
利
す
る
ょ
う
に.援
助
し
、
そ
：の
榖
物
法
廃
止
の
の
ち
は
、
達
挙
場
に
お
い 

v
f
+
:
:a
J>
A

-r

る
も
，の.
は
.も

.は

や

ト

ー

リ

：

丨

党

と

自

由

貿

晶

論

者

で

は

な

く

、

自 

由

貿

晶

論

者

と

チ

：

f

l
_*
ア

ィ

ス
：

.

卜
で
あ
.つ

た

0

そ
し
て
彼
ら
は
、

こ
れ
ら
ブ 

ル
ジ
.
ョ
ア
急
進
主
義
者
た
：ち.に
対
立
し
て
、
議
会
.に
席

を

占

め

た

の

で

あ

C
5 

)る」

？

み
ら
れ
る
と.お
.
.り
、
■
こ
と
に
は
、㈠

ー
八
四
六
年
の
穀
物
法
の
撤
廃
を
も
つ
.
 

て
、

チ
ャー

テ
ィ
ス
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階:̂
と
の
勝
利
と
し

て
評
価
し
た
こ 

と
、'
:(
^

そ
の
結
.果
と
し
て
、.'
.
.
従
来
ま
で̂

ル
.
.ジ
"

a
ア
ジ
I

と
。フ
.口
レ
タ.リ
ア
I 

ト
と
の
間
に
介
在
し
て
い
た
土
地
貴
族
の
勢
力
の
後
退
、

H

従
つ
て
、
ブ
ル
ジ 

3
ア
ジ
.
.I

と

；
プ

.

.
ロ

レ
.
タ

リ

..：
ア

I

■ト
の.
^
益
を
代
表
す
る
チ
..ャ
丨.テ
ィ
ス
ト
と
の 

•

間

に

、

激

烈

な

闘

争

が

：演

じ

ら

れ

る

必

然

的

な

形

勢

.に
あ
る
こ
と
、
以
上
のょ 

う
迄
、'
C
:の
当
時
の
：イ
ギ
リ
ス
の
社
会
的
政
治
的
状
勢
：の
推
移
が
：、

マ
ル
ク
ス 

お
ょ
び
；.ェ
：
：
，
ン
：
：
ゲ

^

ス

に

ょ

：
フ

て

把

握

さ

：
れ

，
て

い

姿

と

す

れ

ば

、

と

く

に

-*
八

四
 

八
年
の
惑
慌
と
だ
ら
允
露
呈
さ
れ
る
べ
き
資
本
主
義
の
矛
厨
が
^
す
で
に
英
国 

社
会
.

の
：：〖

，
部

に.萠
し
ば
じ
：め
た
、こ
と
と
い
う
点
を
考
窻
し
た
場
合
、
彼
ら
が
資 

i

義
の
_

的
な
危
機
に
直
面
し■て
、

：

チ
：：

ャ

ー

テ

ィ

ス

ト

を

も

つ

て

社

会

革 

命
0

担

：い

宇

と
''
1
>て
希
望
龙
托
し
た
ど
：と
ば
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
そ
こ
で 

わ
れ
お
れ
は
、..：
，
い

ま

ま

で

'ナ
.ル
.
ク

X

お
'i

び
.
ェ.
.ン

ゲ

ル..ス
が
チ

/々
丨
テ
ィ
ス
ト 

:

蓮

動

に

：ど

の

ょ

ぅ

な

評

価

を

下

し

た

か

、

こ

.の
点
に
つ
い
：て
彼
ら
を
し
て
語
ら

1

七

(

ー
0

三
七)

.

十
九
世
紀
ィ
ギ
V

ス
労
働
海
動
と
.

マ
ル
ダ
ス
.

主

義

C
D



し
：め
た
の
で
あ
ゥ
$
 

^
八

四

八

年0;.
革

命

を

契1

レ

て

、
'
.
チ

キ

ー

テ

イ

ス 

.

ト

運

動

そ

；
の
，
も

.

の
；
も

新

セ

ぃ

段

階

に

久

り

”

労

働

運

動

も

^

#

、
各

国

の

労
 

働

者

階

級

の

間

に

連

帶

霖

が

：芽

生

え

る

：に

と

'

も

な

つ

て

.次

第

に

国

際

的

な

規 

摸

に

発®-
し
3

と

の

；

4

ぅ

な

賺

：の

変

化

の

：な

か

：
で

、

マ
：
ル
ク
ス
：
主

義

は

：、
-
.
囯 

際
的
な
革
命
的
社
会
主
義
連
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る 

の-
で
あ
る
が
、
：
同
時
に
英
国
資
本
主
義
9

変

貌
-0

過
程
の
な
如
で
チ
ャ
ー
テ
ィ 

^'

ト
運
動
も
変
質
を
蒙
り
、

マ
ル
■'ク

■ス
や

■
工
.y.
.

*

ヶ
ル̂

'
の
チ
ャ
I

テ

ノ

ィ.

ス
■
>

運 

動
に
た
い
す
る
評
価
も
、
革
命
以
前
の
も
の
と
，は
異
な
つ
た
も
の
と
.

な
つ
た
。
 

こ
の
点
に
ー
つ
い
て
は
の
方
に
追
求
す
.

る
と
し
て
、ン
ー
八
四
八
年
:1

_
の
チ
ャ
ー 

,
テ
>

 

ス
ト
運
動
が
、.
マ
、
ル

：ク

ス

主

義

思

想

の

発

展

に

ど

の

ょ

ぅ

に

寄

与

し

た

か

、 

こ
の
問
題
に
夕
い
て
广
マ
メ
ク
ス
主
義
の
理
論
的
形
成
杧
か
か
わ
ら
し
名
て
論 

.
ず
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
ぅ
。
.-
:

;
' 

.

:

:

(

1)
G
u
s
t
a
v

 

M
a
y
e
H
.
;

 

F
r
i
e
d
r
i
c
h

 

E
n
g
e
i
s
,

 

j
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i
n
e
w
i
o
s
T
a
d
i
d
e
,

 

1
9
3
4
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,
E
r
s
t
e
r

 

B
a
n
d
,

 

s
.

 

1
3
9
.

(

2 )

.

E
.
H
.
:
.

力
.丨
、

石
上
.良
平
.訳
.
.
：
.

r
力
：：

丨
.
.ル

.

.

.

.
マ
.' ル
' ク
XI- 
■

(

'未
来
社)

•

七
：三
頁
。

.

.
へ

(

3

>

:
マ
ル
ク
ス
.
：
•.-
,エ
ン
'
:ゲ
ルX

選
集
，.(

大
月
版)

.
第
一
.巻
一
六
七
貢
。

. 

(

4)

前
揭
薯
、
第
ー
卷1
ー
〇
0

頁
0

.

.

'-

■-

:
:

•
:.

C

5)

湔
掲
書
、
第T

:
s

八
〇
頁

,0
' 

;
.

.

.

.

-
ー
：八

(

ー
〇
三
八)

ハ

.
；. 

■
■ 

.
,
-

.

-
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.
.
.
.
.

.

.

.

.

.
^
_

1̂

.
-
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.

.

.
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.

-
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.

.

.
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■ 

• 

.

.

.

.

.

.
 

: 

.

.わ

.れ
わ
れ
は
い
ま
、N
マ
ル
：ク
ス
お
よ
びH

ソ
ゲ
ル
'ス
ヾ
の
思
想
的
形
成
の
過
程 

,

^
お
：い
て
、'<
/

ギ

メ

ス

：労

働

者

階

級

の

蓮

動

が

ど

：の
.よ

う

な

地

位

を

占

め

る

も 

め
で
ぁ
る̂

ニ
と
め
点
に
つ
い
て
論
ず
る
に
先
立
ち
、

一
八
四
八
年
ま
で
の
、 

マ

：
ル

タ

：
ス

主

_

の

革
命
的
共
産
#
^
と

し

て

の

期
と
も
い
う
べ
き
非
常
に 

重
要
な
睁
期
.に
、
彼
ら
が
う
ち
樹
て
た
主
要
な
_

に

つ

い

て

考

察

し

な
け 

れ
ば
な
ら
な
い0

便
宜
上
.つ
ぎ
.の
よ
う
な
表'に
.あ
ら
わ
し
て
：み
る
こ
'と
に
し
よ 

5
0

.
'
1A

四

.
1

年

.テ

.モ

：
ク

，
リ.
.ト

ス
.
_と

'
.土
.
ヒ

ク

，
ロ

.
'
スの
自
然
哲
学
の
差
異'
.

(

マ

ル

ク
 

フ
：.ス
、

学

位

論

文

)

，
：
：

 

,

■

.ー.八

四

ニ

：年

：
プ

ロ

ィ

(

セ
>
:
の
最
近
の
検
閲
訓
令
に
た
い
す
る
見
解

(

マ

ル

ク

■

:

ス
，

)

.：
:.

'•
■
:

■
.

.

:■
.

"

■
'

第
六
回
ラ
ィ
ン.州
讓
会
の
議
事—

出
版
の
自
由
と
州
議
会
議
事 

む
公
表
と
-
に

つ

い

，
て

の

討

論

(

マ
ル
ク
ス)

：

.

:■

〃

;:
■

第
六
回
ラ
ィ
シ
州I

の
議
事—

木

材

^

盗

取

締

法

に

か

ん

す

.る

尉

論(

マ
ル
ク
ス)

-'
.

一
八
四
：三

年
'
:へ

ー
ゲ
ル

：

法

哲

学

の

批

判
 

'
■
〃

.ゾ

''
ユ
.ダ
ヤ
人
1

^
に
よ
せ
'
.て
.

9 

〃 

ロ
ン
ド
ン
だ
よ
り

(
H

ン
ゲ
ル
ス〕

:.
.

_

":;
.
.
,大
癉
に：

お
け
る
社
会
改
革
の
進
展'(

ェ
ン
ゲ
ル
ス)

.

1

八
四
'四
年 

'国
民
経
済
学
批
判
大
綱.
.

(

：ェ
シ
ゲ.
J

一
八
西
四
年
イ
ギ
リX;

の
状
態
丨
ト
マ
ス
ン
力

ー

ラ
イ
ル『

過
去
と
現
在』

.
(

エ
ン
ゲ
ル
ス
ド
.

〃

イ

ギ

リ

ス

，
の

状

態

—

十
八
世
紀
2

ン
ゲ
ル
.ス〕

'

- 

〃

イ
ギ
リ
ス.の
状
態—

イ
ギ
リ
ス
の
憲
法

..(

.エ
ソ
ゲ
ル
ス

)

-:
"

■'
.

,
聖
家
族
、
:.

別

名

、

批

判

的

批

判

の

批

判

、
：
オ

.
ル

ー

ノ

 

•
バ
ゥ
ァ

.
^
そ
，の
伴̂

を
駿
す
；

(

.マ.

.

.

.
ル
ク
ス
•
.エ
ン
.ゲ
‘
.ル
.
ス)

.

1

八
四
五
年
.
-イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
'(

エ.
.ン
ゲ
ル「

ス
>

•

:

ド
イ
ヴ
に
お
け
る
共
産
主
義
の
急
速
な
進
展
.
'
:

(

エ
；ン
ゲ
ル
：
ス

)

. 

,

:

近
代
に
成
立
し
今
も
な
お
存
続
し

H
.

い
る
共
産
^
:
!
地
の
記
述

C

エ
ン
ゲ
ル
ス)

〃

.

.
ド
イ
ッ
の
状
態
、
第
1
信

『

ノー

ザ

ン
*-

ス
タ
|』

編
馨
あ 

て

2

ン.
ゲ

ル

ス

)

.
〃 

, 

ロ

ン

ド

ン

に

お

け

る

諸

国

玲

の

祝

祭

丨

--
.
七
九
一
一
年
九
丑
ニ
ー
一 

.白

の

フ

ー

！

>
'ン
.ス
‘共

和

国

の

創

設
...を

記

念

し■.て
.

(

エ
バ
ン
ゲ
ル
ス

V
 

〃

.

フ
ォ
イ
エ
ル
、、ハ
ッ
ん
忆
か
ん
す
る

.

テ
-
-

ゼ

(

マ
ル
ク
ス

)

一'

一
八
四
.五
'

〜

六
年
ド

.イ
ッ♦

イ
デ
オ
口

、ギ

ー(

マ
ル
ク
ス
•

エ
ン
'
ゲ
ル
ス)

一
八
四
六
年
フ
ァ
ー
ガ
：，ス*
才
コ
ン
ナ
氏
へ
の
ブ
リ
ュ
'
ッ
セ
ル
所
在
ド
イ
ッ 

.辱
王
共
産
主
籤
者
の
於
拶'a

ル
ク
ス
.
•エ
V

ゲ
ル
‘
.ス)

：
. 

一

.

〃

；

...プ

ロ

シ
-V

憲
法
バ
エ
：
ン
ゲ.ル.
ス)

■

1

八
四
七
¥;
,ヵ
ー
ル
*
グ
リ
'ュ
ン
へ
の
反
対
声
明

c

マ
，
ル
ク
.ス
.

)

.)

〃

-

ド
イ
ツ
の
現
状

(

エ
シ
ゲ
ル
ス)

.

■

.哲
学
.の
貧
困
.(

.
'マ'
,ル
フ
ス)

.

十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
と
マ
ル
ク
ス
主
義

(

一)

1

八
四
七
年
ギ
ゾ
ー
の
来
ら
ん
と
す
る
崩
壊
I

.

フ
ラ
ン
ス
.

ブ
ル
ジ
a

ア
ジ 

1

の
立
場
；

(

.

エ
ン
.

ゲ
ル
ス〕

:

〃

:
ラ

イ

こ

ッ
シ
.ヱ
,
ベ
才
バ
ッ
广
ハ
タI

の
.共
摩
王
義(

マ
.ル
ク
ス)

':>

 

. 

:

:「

真
正j

義
主
義
者
に
か
ん
す
る
ニ
つ
の
論
文

ド
.，，;;
L
.共
産
主
義
者
と
力
ー>

•

ハ
イ
ン
ツ
エ
ン(
エ
ン
ゲ
ル
ス)

〃.

.

イ
ギ
：リ.

：ス.
.

に
^ 0.

け
る
商
業
恐
慌|

チ
ャ.

丨.

テ.

ィ

ス

ト

.
蓮

動

丨

ア

.

.

.
;
.
イ
ル
.ラ
シ
^
:
.
.

(

.エ.
'シ
ゲ
_ルス

〉

.

：：..
.，

〃

■

.

道
徳
的
批
判
と
砒
判
的
道
徳

(

マ
ル
ク
ス)

_

;
'

〃

ン
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス.ト
の
農
業
綱
領
.(

エ
ン
ゲ
ル
：
ス

)

〃

ス
イ
ス
.農

民

攀

，

C

エン
.ゲ
ル
：
ス)

"

,

フ
.ラ
シ
.

ス
に
お
け
る
改
革
運
動
，

(

土
ン
ゲ
ル
ス)

W 

. I

八
一
一1
.
0年
の
ポ
I

ラ
シ
ド
革
命
記
念
日
に'C

エ
'/
.ゲ
ル
.ス)

. 

〃

チ
ャ
I

テ
ィ
ス
ト
'運

動(

.
'エ
ン
ゲ
ル
ス

)

.
1

八
.四
八
年
'.

フ
ラ
ン
ス
ー
政
治
的
経
過
：

(

エ
ン
.ゲ
ル
'
ス)

: 

〃

.

.

. 

.

.

.

.
7
.

イ
ル
ラ
ク
ド
.お
.ょ
び
チ
ャ
.丨
テ
ィ
ス
ト
に
.た
い
す
る
強
制
的 

:

.
な

法

案
.

(

エ
ン
ゲ
ル
ス)

：

〃

/

フ
ァ
I

ガ
ス
.

.

オ
.

n

ン
ナ
一
と
-

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
民(

エ
ン 

. 

'

ゲ
ル
：
ス

)

：

:

.

''
〃
：

/ ^
'
自
由
貿
易
問
題
に'0
.い

て

の

講

話
0
マ
ル
ク
ス)

こ

ぅ

し

て

整

理

し

：：て

.

み

る

と

：
、

マ

ル

.

ク
ス
ぉ
ょ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
理
論
的
，
思 

想

的
'&

形
戚
は
、，'
ま
.

ず
1

フ
イ
シ
；
新

變

の

せ

ら

れ

：た

：

.一

連
め
.

論
文
、、
出
版
の

一

九

(

ー
0

三
.九)

I

£

t

I



自
®

と

義

盗

伐

に
P

い
光
.

の
®

と
.

い
.

う
ラ
ィ
乂
州
議
舍
に
が
ん
ず
る
問
題
：
.
. 

を
と
り
あ
つ
か
う
.こ
.
.と
に
.

よ
.

っ.
て
、
:

^

家
権
カ
と
_
'の
'

は
げ
し
い
.

闘
争
を
も
.
.っ；.て 

は
じ
め
ぢ
れ
た
,%
.

の̂

あ
^;

と
^

を
知
る
允
あ
:6
'

:-
5

。
言
論
.:

出

版

の

自

由

を
' 

不
当
に
も
封
建
的
•

身
^
制
的
な
観
念
に
よ
パ
て

制
限
.

し
：よ
う

.

と
ず
る
檢
閲
制
' 

度
に
た
い
す
る
.

は
げ
し
い
皮
肉
に
跪
ち
た
論
評
に
は
、一：

あ
く
ま
で
も
ブ
ル
ジ
a 

ァ

，
デ
モ

ク
'

ラ
シ—
t

擁
護
ボ
石
と
い
う
f

的
民
主
至

義
の
.

臭
い
ぶ
強
烈
.で 

あ
る
の
に
反
し
、_

盗
伐
の
問
題
沈
は
、

マ
ル
れ
ス
は
庙
滩
さ
れ
る
農
民
の
ー 

側
に
私
っ
て
い
た
：。
彼
は
こ
こ
で
は
じ
：め
；て
、
経
済
的
な
問
題
に
直
面
-L
、
憤

：，
 

習
的
権
利
の
讓
権
力
に
よ
る
農
民
か
6

の
剝
_

の

豪

を

さ

と

：り
、
--
1

国
家 

の
す
ベ
て
の
機
関
は
、
森
林
！^

者
の
：刺
益
を
ぎ
き
、
監
親
じ
、
評
価
し
、
保 

護
し
、

つ
：か
み
走
る
の
に
使
う
耳
、
0

、.
手
、
足
で
あ
る」

こ

と

を
i

 

■し 

た
。
:'

■
:

.

.

. : 

.■.
 

.

•■- 

レ
ー
ニ
ン
も
指
摘
す
る
；よ
う
に
、「

ラ
ィ
ン
新
聞」

の
主
筆
と
し
て
の
.マ
ル
タ

ス
は
、「

こ
こ
で
、
観
念
論
か
ら
唯
物
論
へ
の
、
ま
た
革
^

的
民
、3£
主
義
か
ら
共

産
主
義
へ
の
移
行
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た

J
:

の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
彼
は
フ
ォ

ィ

エ
ル
バ
ッ
ハ
が
へ
|

ゲ
ル
の
#

|

|

法
を
全
部
^
て
て
し
ま
っ
た
の
と
ち
が
っ

て
、

へ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
の
批
判
的
i

討
を
は
じ
め
、
そ
の•合
理
的
な
核
心
：

を
と
り
だ
し
、
新
し
い
唯
物
論
的
弁
証
法
の
基
.礎
を
き
ず
いH

。，

一
 

八
四
三
年
、

封

建

的
.

ユ
ン
ヵ
ー
的
抑
压
に
よ
っ
て
ラ
ィ
ン
新
聞
が
禁
止
さ
れ
た
の
ち
、

マ

ル
ク
ス
は
フ
ラ
ン
ス
へ
移
住
し
た
の
だ
が
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
で
、

レ

-

-1

ン
に

よ

っ

て「

マ
ル
ク
ス
主
義
の
ー
ー
.ー

つ

の

源

泉

と

み

た

さ

れ

た

フ

ラ

ン

ス

の

空

想

的

社
会
主
蘼
ぉ
よ
び
そ
の
影
響
の
も
と
ね
あ
っ
た
ヮ
イ
ト
リ
ソ
グ
の
共
産
主
義
を

い
.っ
そ
う
深
く
系i

に
研
究
す
る
と
と
も
に
徹
底
的
に
検M
批
判
を
は
じ
め 

^
の
セ
あ
?
た
-.
'
°
.1
,
か
し
重
要
な
こ
と
は
、.
ー
：
：
八

四

四

年

ニ

月

ァ

ー

ノ

.
ル

ド

'
， 

ルー

ゲ
と
の
共
同
編
集
に
よ
っ
て
パ
リ

—

^
■
^

^
れ
た
㈣
ぬ
申
^
こ
そ
、

マ 

:ル
：ク
ス
主
義
龄
成
：の
上.で

樊

な

役

割

を

果
:1
>
ち

」

：と
で
あ
る

。

マ
ル
ク
ス
が 

こ
こ
.
に「

.
へ
'
！

ゲ
ー
ル
法
I

学

批

判

1-
と

-.
ユ
.
ダ

' 

ヤ

人

麗

」

■.
を

の

せ

、
' 

エ
ン
' 

ゲ 

.
ル
ー
ろ
が
：

「

経

済

学

大

綱

」

,'
'
'
:
と

「

ィ
ギ
リ
ス
の
状
態」

；
を
の
せ
允
こ
と
は
、
第
一 

号
を
第
二
号
'と
の
合
併
号
と
し
て
出
す
に
と'ど
ま
っ
た
と
い
ぅ
こ
の
雑5±
|
の
き 

わ
め
：て
短
い
生
涯
に
も
か
が
わ
ら
ず
、
:.
'
:マ
ル
/ク
：
ス
：の
悤
想
に
お
い
て
観
念
論
か 

:

ら

唯

物

論

；
へ
，
の

、
：
.

そ
し
て
革
I

.民
主
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
が
完
成 

.さ
：̂
.た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た：
0 

.
そ
.れ
ば
が
り
で
は
な
い
。

こ
の
ニ
人
の
偉
大 

:

な
思
想
家
の
間
に
、
終
生
渝
る
こ
と
の
な
い
堅
い
友
情
の
き
ず
な
が
結
ば
れ
た 

C
と
と
向
時
.に
、.:

あ
き
ら
か
に
土
シ
へ
ゲ.
.ル
.ス
め
：示
唆
■に
よ
る
と
こ
ろ
大
き
い
と 

思
わ
れ
る
が
、

マ
ル
ク
ス
が
、
本
格
的
に
経
済
学
.の
研
究
に
と
り
か
か
る_

_
 

を
は
じ
め
た
こ
と
で
：あ
っ
た。
'
:

一
方
、

ェ
ン
ゲ
ル.ス
.は
ど
ぅ
'で
あ
っ
た
ろ
ぅ
か
。

「

最
初
へ
I
ゲ
ル
左
派
に 

属
し
、
一
八
四
一
：

1:

年
か
ら
共
産
主
義
者
と
な
っ
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
マ
ル
ク
ス
と 

は
異
な
っ

た
、
あ
る
意
味
で
は
彼
よ
り
も
広
い
社
を
吣
罾
験
を
も
っ
て
い
た
。

.
彼
に
と
っ
ズ
プ
口
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
は
、
当
時
マ
ル
ク
ス
が
考
え
て
い
た
よ
ぅ 

な
、
哲
学
が
自
己
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
い
ぅ
よ
ぅ
な
も
の
で
は
な
か

っ 

た
。
大
^

M

業
者
の
息
子
で
あっ
.た
#
は

、

父
の
工
場
の
労
働
者
の
貧
困
ぶり 

を
身
近
か
に
み
て
い
た
。
家
の
都
合
で
マ
ン
チ
ヱ
ス
タ
一
に
お
く
ら
：れ
た
彼 

は
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
を
研
究
し
た
，。
被

の

『

経
済
学
批
判
大
綱』

は
、
マ
ル

ク
ス
が
や
っ
と
経
済
学
に
関
心
を
い
だ
き
は
じ
め
た
：頃
に
、『

独
仏
年
認』

に 

発
表
さ
れ
た
。

マ
ル
ク
ス
は
、
.

こ
.

の
論
文
：に
八
天
才
的
な
も
の
Y

を

見

出

し
' 

た」

。
以
上
の
ル
フ

H

丨
ブ
ル
の
指
摘
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

エ
ン
ゲ
ル
'

ス
は
、

マ
ル
ク
ス
と

ち
が
っ
て
、
柚
象
的
に
考
え
る
よ
り
も
具
体
的
に
考
察 

し
、
精
密
な
理
論
的
体
系
の
樹
立
よ
.

り
も
現
実
に
お
こ
い
つ
づ
：お
る
事
象
の
芷 

.

確
な
把
握
お
よ
び
描
写
、
.

あ
る
い
は
歴
史
的
な
記
述
'の
手
法
に
も
っ
と
も
絢
爛 

•

た
る
才
能
を
発
揮
し
'

た
。
¥

熟

で

天

才

的

な

，
工

ン
ゲ
ル
_
ス
は
、
.マ
ル
ク
ス
が

®
 

済
学
を
研
究
し
ば
じ
め
た
頃
、
す
で
に
ィ
ギ
リ
ス
.の
経
済
社
会
め
動
き
を
洞
察 

.

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、.
ま
ず
ま
す
は
げ
し
く
な
る
pi
'

級
分
解
、
た
.え
ず
深
刻
化 

す
る
過
剰
生
産
恐
慌
、
資
本
と
労
働
と
の
対
立
を
、
：き
わ
め
て
簡
潔
に
描
き
出 

し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
、
科
学
.

的
社
会
、3£
義
の
あ
ら
_ゆ
る
萠
芽
が
要
約 

的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
：

—

.
：

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
づ
て
当
面
の
課
題
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
 

マ
ル
ク
ス
至
義
が
ィ
f

リ
ス
労
働
運
動
に
よ
っ
て
何
：を
教
え
.

ら

れ

た

か

、
.:
'
.
云

い 

か
え
れ
ば
、

ア
ル
ク
ス
生
義
は
そ
れ
に
よ
？
て
、
：そ
；の
内
容
を
：い
か
に
豊
％
に 

す

る

と

一

と

が

で

含

た

か

.

と
い
うU

と
'

で̂

:

?

た
0 

3

済

学

批

契

綱

』

.
it

よ
ぐ
っ 

て
、

ス
ミ
ス
が
.

ら
マ
ル
サ
ス
私
通
ず
る
袁
派
経
済
学
蒸
判
し
ノ
そ
め
^

ル
. 

,

ジ
a

ア

的

性

格

を

暴

露

し

：た

H

ン
ゲ
ル
ス
ぽ
恐
慌
と
先
業
そ
し
て
飢
餓
賃
金 

g

喘
ぎ
な
が
^

闘
っ
て
い
る
ィ
ギ
リ
ス
の
プ
’

ロ
レ
っ
タ
ぇ
ア
ー
ハ
ト
^

ノ
つ
新
レ
い 

階
級」

と
し
'

て
の
‘

自
覚
を
発
見
す
る
.

の
で
.

あ
る
。
彼
は
、：

ト
.

丨
マ：

ス
.

•

力
.

1

フ
•
 

ィ
ル
办
'『

過
去
ぉ
ょ
び
現
在』

の
紹
介
匕
ぃ
夂
形
で
発
表
し
た
--
1

ィ

ギ

.
リ

ス

の

十
，九
世
：紀
イ
ギ
リ
ス
：穷
働
運
動
と
マ
ル
ー
ク
ス
主
義(

一
)

.

.

.

-

「

イ
ギ
リ
ス
人

-
-
-

と
い
う
の
は
、
大
陸
で
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
性
を
判
断
す

る
際
の
基
準
と
し
て
い
る
教
養
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の 

イ

ギ

，リ

ス

人

は

、

.
世
界
で
い
ち
ば
ん
輕
蔑
す
べ
き
奴
識
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス 

国
民
の
ぅ
か
’

大
陸
に
妳
ら
か
で
い
か
い
歌
分
だ
屮
や
す
な
ゎ
ち
労
働
者
、 

ィ
ギ
ト
ハ
の
歡
舟
、#:
'

1

^

:

ぃ̂
|

^
%'

粗
野
で
、
座
落
し
で
ぃ
る
に
も 

か
か
わ
ら
ず
、.■'真
に
.尊
敬
に
値
す
る0
イ
ギ
リ
ス
を
識
う
カ
は
、
彼
ら
の
う 

ち
か
ら
で
て
く
る
。1-C

傍
点
筆
者)

こ
う
し
，て

ェ
ン
ゲ
ル
ス
は.つ
い
に
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス

，ト
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。 

マ
'ル
ク
ス
に

せ
よ
エ
ン
ゲ
ル
ス
に

せ
よ
、
こ
の
と
き
ま
で
に
す
で
に
、
社
会 

:韋
命
の
担
い
手
と
な
る
べ#

階
級
は
、
プ
由
レ
タ
リ
ア.丨
ト
で
.な
け
.れ
ば
な
ら 

ぬ
と
い
う
こi
を
理
論
的
に
把
握
し
て
い
た
に
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る 

.■赞
働
^

^

の

革

な
i

を
見
る
ま
で
は
確
証
さ
れ
な.が
：
っ
た
は
ず
で
あ 

る
0

な
る
.ほ
：ど
.イ
ギ
.リ

ス

の

労

働

者

階

級

は

、

理

論

的

な

面

，で
：
弱

い

点

が

あ

る 

-
け
れ
ど
^
、
し
：が
1.

イ
ギ
リ
ろ
に
は
、
：

：

他
の
諸
国
、

と
く
：に
ド
イ
ッ
に
は
み
ら 

れ
な
い：

も
の
、
楽
展
し
；た
労&

動

：と

巨

大

な

労

働

組

合

お
よ
び
チ
ャ
ー
テ
ィ 

ス
ト
党
が
存
在
し.て
い
た
。

.

ン 

■

.'
:

'
>
:
ク̂
ス
>1
'

エ
ン
ゲ
ル
ス
、
と
く
に
エ
ン
：ゲ
ル
ズ
は
：、

一
八
四
四
年
以
後
、

:

イ

ギ

：，
リ

K

o ..

^

^

に
か
ん
，す
る
論
文
が
目
立

.

.

っ
て.

多
く
な
り.

、
'

L

.か
も
ド
イ
ッ 

' ,
■

の
：社̂

®

義
連
動

r

絶
え

1

意
じ
な
が̂:

、
こ'

れ
と
対
比
し
つ
づ
、.チ
ャ
ー
テ 

:.
:-
ィ
大
ト.

の

動

各

屋
@ '

し
弋
い
る

;:
0

そ
し
て

0

い
に
大
著『

イ
>

一：
る
.労

働

者

階

級

一

：の

■状
態』

ぬ
到
達
ず
る
の'
で
あ
る
。
こ
ヒ
で
は
、.明
ら
が
に
、 

チ
.々一 -

:

デ
ィ
'ス
^

は

蒙

べ

ぎ

社

会

革

命

：
の
：裙

い

手

、

^

'
ャ
へ~

テ

ィ

：
ス

ト

党

■

:.
.

:

. -
一

f
 

.

.

(

ー

0

四

_.
:)



は
、

.軍

命

の

キ

核

と

し

て

：
の

期

待

：を

こ

：め

て

描

か

れ

て

い

る

。

J

A

四
八
年
以
. 

前
'の
'?
ル
ク
.ス

と

エ

ン

：
ゲ

、
ル

ガ

は

、

：

イ
ギ
リ
ス
に
：お.い
.て
、
何
よ
：り
^

^

争
の
激
化
、.そ
の
結
果
と.し
ー
て
の
社
会
主
義
革
命
の
必
然
性
を
、
'.
.
.
:チ
ゃ
-
丨
デ
ィ
.

ス
ト
蓮
動
に
お
い
で
見
る
こ
と
が.で
き
た
。
革

命
.0

祖
い
手
..と
.な
石
も
.の
は
.ヮ
.
.
：
. 

イ
ト
リ
ン

.グ
：の
主
張
す
る.よ

う

：に
：
、

ル

シ

ぺ

'/
'
ブ

托

レ.
•タ
'リ
'ア

で

は：̂;
<̂
、
> 

い

わ

ん

や

，プ

ル

ー

ド

.ン
の
小
生
産
者
の
組
合
で%:
な
く
、
.；ま
た
寘
正
社
会
主
義
，
 

者
の
小
ブ
ル
ジ3
ァ
で
も
な
.く
て
、
実
に
近
代
的.な
プ
ロ
レ
ー
ク
；リ7

K
ト
で
あ 

る
こ
と
を
、
チ
ャー

チ
イ
ス
，ト
運
動
は
、

マ
ル.ク
ス
-お
.よ
びエ

.：

V

^

:

Mス
一
に
確 

信
さ
ぜ
な
が
つ

た
で

あ
.ろ

.う

か

：
。

ー
/\

四

：
六
.¥

以

後0
彼

ら

の

：著

作

、

：
ど

<-
.に
； 

『

ド

イ

ッ

'
.
.
イ

デ

オ.0

■
ギ
丨J

 

.

.や

...

.

『

哲
学
の
.貧
困』

.に
お
.い
.
.
.て
：
ぐ..
'。フ
ル
.
1ド
..ン
. 

主
義
者
や
真
正
社
会
主
義
者
に
た
い
す
る
批
判
が
痛
烈
と
な
っ

.た
の
は
、
こ
う 

し
た
泰
情
か
ら
で
も
あつ
た
。
::
‘

し
か
し
ー
八
四
<:
年
以
前
に
お
い
て
、:マ
ル

ク

X:
と
H
V;
:ゲ
ル

：
ス

が

：
チ

ャ

！
 

テ

イ

ス

ト

か
ら

夕

H
た
影
響
は
以
上.の
.よ
う
な
_も
.の
で
^

る
と
し
て
.も
、■....，そ
..の

•
 

高
い
評
価
が
、
そ'の
ま
ま
つ
.づ
い
た
か
と
い
う
点
：に
な
る
と
、-
八
.四
<
年
の
.
 

革
命
を
無
視
す
るこ
と
は
で
：き
な
：い
。

一
八
四
八
年
の
革
命
の
失
敗
‘以
後
に
お 

け
る
国

^.
的
労
働
運
動
の
発
展
の
な
か
で
、
,チ
 

>.
丨

テ

'
ィ

ス
ト
蓮
動
も
質
的
転.
 

換
を
と
げ
、
ま
た

.々ル
.ク
ス

主
義
も
、'共
産
主
義
者
同
盟I

共
産
^
宣
言
と
-
 

い
う
歴
史
的
な
見
通
し
を
再
検
討
す
る
必
要
に
せ
ま

ら

れ

た
と

き
、'
 

彼

ら

の

チ.

ャ.
r
TT

ぇ
-

^
ド
に
た
い
す
る
評
価
も
嘉
変
ら
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。

こ
こ
に 

お
.
い
で
«'

れ
わ
れ
は
、'
:
;ー
A

g

r八
年
の
革
命
を
め
：ぐ
る
ィ
ギ
リ
太
、

..

.

ド
ィ
ッ
お 

よ
'び

ラ

ラ

：：ン
：
ス

の

葛

者

證

の

動

き

に

た

い

し

.て

、g

ル
ク
ス
：お
よ
び
エ
ン 

ゲ
：ル̂
■

が
：ど
の̂

ぅ
-̂

行
動
1>
:
:
た
が
、V
一.
八
四
八
年
队
後'の
彼
ら
の
チ
ャ1
テ
.
 

ィ
ス
ド
.に
た
^

す
；る
態
度
を
知
石
た

」

め
に
は
、
当
然
こ
の
点
を
問
題
に
し
な
け
'

れ

ば

：な
：

■̂
■

な

い

ご

と_を

知

る

；
で

あ

ろ
'ぅ

。

.

.■_ 

>
-
■■
-
. 

.

〈

1

〉
：：v

ル
ク
ス
•
エ
ン
ゲ
ル
ズi

集

第
一
巻

所

双(

大
月
販)

、
.

第
六
回
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パ
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：
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四

、
，近

代

自

然

法

思

想

と

ド

イ

ツ

観

念

論

哲

学
/
.
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:
.

1

ド

イ

ツ

に

お

け

る

近

代

自

然

法

思

想
.

す
で
に
み
て
き
た
ょ
ぅ
に
、
近
代_

然
法
思
想
の
，イ
ギ
リ
ス，
お

ょ

び
.フ
ラ
ン 

ス
で
の
発
展
ば
、
中
世
に
お
け
る
、
神
に
ょ
っ
て
上
か
ら
与
え
ら
れ
た
秩
序
観 

に
代
？
て
、
平
等
な
囱
然
的
権
利
を
も
ク
個
人
が
、
卞
か
ら
き
ず
き
あ
げ
.る
新 

し
い
秧
序
観
が
支
配
し
て
ゆ
く
道
程
で
あ
っ
た
。
社
会

i

と
.
い
i

約
論
が 

重
要
に
な
る
の
は
、
自
然
法
が
漱
し
て
神
か
ら
天
降
へ
マ

.て
く
る
の
.
で
は
な
く
、

そ
こ
.に
権
利
の
相
克
が
前
提
と
さ
れ
、
秩
序
の
た
め
ぬ
は
構
成
各
氣
の
同
意
が

'
'

必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
す
で

.：
に

の

ベ

た

通
.
 

近
代
自
然
法
思
想
の
展
開
に
関
す
る
一
考
察

c
i

一)

り
、
中
世
の
封
建
的
秩
序
観
に
代
っ
て
、
：

」

近
代
資
本
主
義
の
勃
興
に
も
と
づ
く 

近
代
的
個
人
の
自
覚
が
ま
す
ま
す
成
長
し
，て
き
た
ご
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
古 

い
固
定
的
.

身
分
的
社
会
秩
取
：を
、
新
し
い
平
等
な
個
人
の
契
約
関
係
に
お
き 

か
え
よ
う
と.
い
う
思
想
的
努
力
の
被
合
い
は
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
資
本
主
義 

的
生
産
諸
関
係
の•発
展
の
度
合
い
に
比
例
し
て
い
る
。
：
か
く
て
周
知
の
よ
う 

に
、
中
世
^
封
^:
■

度

を

早

く
も

お

㈣
し

、
，真
先
に
資
本
主
義
へ
の
道
を
歩
み 

.
は
じ
め
たV

ギ
リ
ス
が
、.
自

然

法

思

想

の

近

代

化

の

チ

.
ャ

ン
ピ
オ
シ
た
る
ホ
■/ 

ブ
ズ
や
ロ
..
■/
.ク
：を
生
み
出

し
た.の
も
当
然
の
.成
行
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
0
.

ベ
だ
が
、
中
世
か
ら
砠
が
へ
の
豸
珩
の
根
本
的
基
盤
が
経
済
的
生
塵
過
程
の
中
. 

に
こ
そ
あ
ネ
た
が
た
め
に
、
.
こ
の氣

簠

想

0 .
蓉

化

過
藤
は
っ
ま
る
と
こ 

ろ
、
神
秘
的
な
神
の
秩
序
の
ベ
ー
ル
の
中
が
ら
、
徐
々
に
経
済
的
秩
序
が
発
見 

あ

れ

認

識

さ

れ

て

い

.<
'
-
過

程

で

し

か

な

か

っ

た
。
パ

す

なわ
ち
、
グ
ロ
ー
チ
ゥ
ス 

が
#

め
—

*?

て
理
性
の
秩
序
を
宣
言
し
、〕

ホ
ッ
ブ
ズ
は「

万
人
に
対
す 

各
万
人
の
闘
争」

V
:

を
宣
ず
る
こ
と
に
よ
っ
，て
柚
象
的
な
力
の
秩
序
、
つ
ま
り
政 

治
的
秩
序
の
観
念
'

を
5'
:

ぢ
た
で
、

ロ
ッ
ク
は
労
働
に
所
有
権
の
；源
泉
を
認
め
る

二
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